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その 中M′による期待値を n貿′とする｡Andersonの直交定理 [1]により




























afj-言,jz-±言,+ A lj-言,jz- ･一言, (8)
で表わされる場合を考える｡CeAl2,CeAl3･CeCu2Si2では,この二重項が基底状態であ
ると考えられる｡ただし,
CeA12では, a-1/vq ,A--JF /vr6T,


































名大 ･理 金 彪,松浦 民房,黒田 義浩
我々のグループでは,これまで周期的アンダーソン模型を用いた微視論的考察によって高密
度近藤系の諸性質を調べて来た｡我々の考察を進めて行くに当っての基本方針は,単一不純物
問題で知られている近藤共鳴状態の解を出発点として,隣接した磁性イオンの周りに生じた近
藤共鳴状態間の相関効果による補正を摂動論的に考慮して行くことによって問題の真相に近付
こうとするものである｡その結果,これまでの我々の考察で判明した事は,近藤温度TK が反
-171-
